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数学科学習指導案 
日時：平成３０年１０月２日（火）５校時 

場所：弟子屈町立川湯中学校 

学級：第１学年（男子２名女子３名 計５名） 

教諭：個人情報保護のため割愛 

 

１．単元名  ４章 比例と反比例 

 

２．単元の目標 

・様々な事象を比例，反比例などでとらえたり，表，式，グラフなどで表したりするなど，数学的に

考え表現することに関心をもち，意欲的に数学を問題の解決に活用して考えたり判断したりしよう

とする。【数学への関心・意欲・態度】 

・比例，反比例などについての基礎的・基本的な知識や技能を活用して，論理的に考察し表現するなど，

  数学的な見方や考え方を身に付ける。【数学的な見方・考え方】 

・比例，反比例などの関数関係を，表，式，グラフなどを用いて的確に表現したり，数学的に処理した 

 りするなどの技能を身に付けている。【数学的な技能】 

・関数関係の意味，比例や反比例の意味，比例や反比例の関係を表す表，式，グラフの特徴などを理解

し，知識を身に付けている。【数学的な知識・理解】 

 

３．生徒観 

 

   事前アンケートの結果（全国学力学習状況調査と同じ項目）。 

４．当てはまる  ３．どちらかといえば、当てはまる ２．どちらかといえば、当てはまらない  １．当てはまらない 

（４．３．２．１） 

①数学の勉強は好きですか                                                   ２ ２ １ ０ 

②数学の勉強は大切だと思いますか                                           １ ４ ０ ０ 

③数学の授業の内容はよく分かりますか                                       ３ ２ ０ ０ 

④数学ができるようになりたいと思いますか                                   ３ ０ １ １ 

⑤数学の問題の解き方が分からないときは、諦めずに色々な方法を考えますか     ２ ２ ０ １ 

⑥数学の授業で学習したことを普段の生活で活用できないか考えますか           １ ２ ２ ０ 

⑦数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか   ２ ２ １ ０ 

⑧数学の授業で問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考えますか       １ ２ １ １ 

⑨数学の授業で公式やきまりを習うとき、根拠を理解するようにしていますか     ３ １ １ ０ 

⑩数学の授業で問題の解き方や考え方がわかるようにノートに書いていますか     ３ ２ ０ ０ 

   

  本学級の生徒は、落ち着いて授業に臨み、意欲的に学習に取り組むことができる。積極性には個人差

があるが、自分の考えをしっかりと持って発言することができる生徒が多い。特に女子は、家庭学習の
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習慣が小学校から身についているので、数学に苦手意識を持っている生徒でも、一定水準の成績を保つ

ことができている。 

  特別支援学級に所属している生徒も 1名おり、数学は支援学級担任が TTとして入り、交流学級で一緒

に授業に参加している。授業では、基本的に積極的に発言し、学習への意欲も高いが、自分の考えをま

とめたり、説明したりする場面は苦手としているので、生徒の意欲を損なわないように十分な配慮を行

いたい。 

 

４．授業づくりの視点（研究テーマとのかかわり） 

 

  

 

 

 

 学びの質の向上部会の研究主題・研究仮説は以上の通りである。特に、深い学びの鍵として「見方・

考え方」を働かせることが重要であることは学習指導要領解説・総則編においても示されている。本時

においては、「見方・考え方」を働かせるために、ともなって変わる 2つの数量に関数関係があるかない

かを、具体例や表、式等に表して考える場面を設定している。また、生徒が主体的に数学的活動に取り

組むことができるよう、見通しの場面での時間を確保したり、学習内容を一層定着させるために、振り

返りの時間に本時の目標に正対する練習問題に取り組んだりする時間を設けた。 

 

５．指導計画（全２０時間） 

 目標 中心課題 評価規準（Ｂ） 

１ 関数の意味を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・関数の意味を知る。 

・関数の関係を「～は…の関数である」 

 

 

 

 

○関数の意味を理解している。【数学的な

知識・理解】 

 

 

 

 

 

２ ともなって変わる 2つの数量の間の

関係を，表や式に表すことができ

る。また，変域の意味と表し方を理

解し，変域を不等号を使って表すこ

とができる。 

 

・ともなって変わる 2 つの数量の間の

関係を，表や式に表す。 

・変域の意味と表し方を知る。 

○ともなって変わる 2 つの数量の間の関

係を，表や式に表すことができる。【数学

的な技能】 

○変域を不等号を使って表すことができ

る。【数学的な技能】 

 

３

(本

時) 

・変化や対応の仕方に着目し、関数

の特徴を具体的にとらえて説明す

ることができる。 

・対角線の本数と角の数の関係を調べ、

説明する。 

○ワークシートにまとめたことを用い

て、自分なりに説明することができる。

【数学的な見方・考え方】 

４ 比例の意味を理解し，比例の関係を

式に表すことができる。 

・歩く時間と進む道のりの関係を，関

数ととらえて式で表し，比例，比例定

数の意味を知る。 

・yを xの式で表して，yが xに比例す

るかどうかを調べる。 

○比例の関係を式に表すことができる。

【数学的な技能】 

○比例や比例定数の意味を理解してい

る。【数学的な知識・理解】 

 

問題 

お風呂の水をためるとき、あふれさせないためには

どうすればよいでしょうか？ 

＜学びの質の向上部会研究主題＞ 

主体的・対話的で深い学びの確立 

 ＜研究仮説＞ 

見方・考え方をはたらかせる手立てを工夫することで子どもたちの学びの質が高まるであろう。 
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５ y＝ax について，x の変域や比例定

数を負の数にひろげても，比例の性

質が成り立つことを理解する。 

・y＝axについて，xの変域や比例定数

を負の数にひろげて，比例の性質が成

り立つかどうかを調べる。 

○比例の関係に関心をもち，その変化や

対応のようすを調べようとしている。【数

学への関心・意欲・態度】 

○y＝axについて，xの変域や比例定数を

負の数にひろげても，比例の性質が成り

立つことを理解している。【数学的な知

識・理解】 

６ 1組の x，yの値から，比例の式を求

めることができる。 

・y が x に比例するとき，1 組の x，y

の値から，yを xの式で表す。 

○y が x に比例するとき，1 組の x，y の

値から，yを xの式で表すことができる。

【数学的な技能】 

７ 座標の意味や点の位置の表し方を

理解し，点の座標を求めたり，座標

を平面上の点で表したりすること

ができる。 

・数の範囲を負の数にひろげたときの

点の位置の表し方を考える。 

・点の座標を求めたり，座標を平面上

の点で表したりする。 

○点の位置の表し方に関心をもち，数の

範囲を負の数にひろげた場合について

考えようとしている。【数学への関心・

意欲・態度】 

○点の座標を求めたり，座標を平面上の

点で表したりすることができる。【数学的

な技能】 

８ 比例のグラフは，その式をみたす点

の集合であり，原点を通る 1つの直

線になることを理解する。 

・小学校で学んだ比例のグラフを，変

域を負の数にひろげると，どんな形に

なるかを調べる。 

・点を細かくとって，それらの点の集

まりが 1 つの直線になることを確認す

る。 

○比例の式をみたす点を細かくとってい

くと，そのグラフはどうなるかを予想す

ることができる。【数学的な見方・考え方】 

 

 

９ 比例のグラフをかくことができる。

また，比例のグラフの特徴を理解す

る。 

・y＝axについて，aがいろいろな値を

とる場合のグラフをかく。 

○比例のグラフをかくことができる。【数

学的な技能】  

○比例のグラフの特徴を理解している。

【数学的な知識・理解】  

１０ 比例の表，式，グラフの関係を理解

する。また，比例のグラフから式を

求めることができる。 

・比例を表す表から式を求めるには，

どんな方法があるかを考える。 

・比例を表す表，式，グラフのどこに

比例定数があらわれるかをまとめる。 

・比例のグラフから式を求める方法を

考える。 

○比例の表，式，グラフを，関連づけて

考えることができる。【数学的な見方・考

え方】 

○比例のグラフから式を求めることがで

きる。【数学的な技能】 

 

 

１１  基本の問題  

１２ 反比例の意味を理解し，反比例の関

係を式に表すことができる。 

・歩く速さとかかる時間の関係を，関

数ととらえて式で表し，反比例，比例

定数の意味を知る。 

・yを xの式で表して，yが xに反比例

するかどうかを調べる。 

○反比例の関係に関心をもち，その変化

や対応のようすを調べようとしている。

【数学への関心・意欲・態度】 

○反比例の関係を式に表すことができ

る。【数学的な技能】 

１３ y＝a/xについて，xの変域や比例定

数を負の数にひろげても反比例の

性質が成り立つことを理解する。ま

た，1組の x，yの値から反比例の式

を求めることができる。 

 

・y＝a/x について，x の変域や比例定

数を負の数にひろげて，反比例の性質

が成り立つかどうかを調べる。 

・yが xに反比例するとき，1組の x，y

の値から，yを xの式で表す。 

○1組の x，yの値から，反比例の式を求

めることができる。【数学的な技能】 

 ○y＝a/x について，x の変域や比例定

数を負の数にひろげても，反比例の性質

が成り立つことを理解している。【数学的

な知識・理解】  

１４ 反比例のグラフは，その式をみたす

点の集合であり，なめらかな 2つの

曲線になることを理解する。 

 

・小学校で学んだ反比例のグラフを，

変域を負の数にひろげると，どんな形

になるかを調べる。 

・点を細かくとって，それらの点の集

まりが，なめらかな 2 つの曲線になる

ことを確認する。 

○反比例の式をみたす点を細かくとって

いくと，そのグラフはどうなるかを予想

することができる。【数学的な見方・考え

方】 

○反比例のグラフは，式をみたす点の集

合であり，なめらかな 2 つの曲線になる

ことを理解している。【数学的な知識・理

解】 

   

１５ 反比例のグラフをかくことができ

る。また，反比例のグラフの特徴を

理解する。 

・反比例のグラフについて，比例定数

が正の場合と負の場合を比べたり，x

の値を大きくしたり 0 に近づけたりし

て，その特徴を調べる。 

○反比例のグラフをかくことができる。

【数学的な技能】 

○反比例のグラフの特徴を理解してい

る。【数学的な知識・理解】 

１６ 反比例の表，式，グラフの関係を理

解する。また，反比例のグラフから

・反比例を表す表から式を求めるには，

どんな方法があるかを考える。 

○反比例の表，式，グラフを，関連づけ

て考えることができる。【数学的な見方・
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式を求めることができる。 

 

 

・反比例を表す表，式，グラフのどこ

に比例定数があらわれるかをまとめ

る。 

・反比例のグラフから式を求める方法

を考える。 

考え方】 

○反比例のグラフから式を求めることが

できる。【数学的な技能】 

１７ a＝bc で表される関係において，2

つの数量に着目して，その数量の間

の関係を考えることができる。 

・s＝vtの式で，s，v，tのうち，1つ

の変数の値を決めたとき，他の 2 つの

変数の関係がどうなるかを調べる。 

○a＝bc で表される関係に関心をもち，

比例や反比例の見方で調べようとしてい

る。【数学への関心・意欲・態度】 

○a＝bcで表される関係において，2つの

数量に着目して，その数量の間の関係を

考えることができる。【数学的な見方・考

え方】 

１８ 身のまわりの問題を，比例や反比例

の関係を利用して解決することが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・身のまわりの問題を，比例や反比例

の関係を利用して解決する。 

 

○具体的な事象を比例や反比例の関係で

とらえることに関心をもち，比例や反比

例とそのグラフを利用して問題を解決し

ようとしている。【数学への関心・意欲・

態度】 

○具体的な事象を比例や反比例の関係で

とらえ，それらを利用して問題を解決で

きる。【数学的な見方・考え方】 

１９ 身のまわりの問題を，比例のグラフ

を利用して解決することができる。 

 

 

 

・身のまわりの問題を，比例のグラフ

を利用して解決する。 

・比例のグラフから，具体的な事象を

読みとる。 

○具体的な事象を比例の関係でとらえ，

そのグラフを利用して問題を解決でき

る。【数学的な見方・考え方】 

 

２０  章の問題  
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６．本時案（3／20） 

本時の目標 

 

過 

程 

 

生徒の思考と活動 

【主】主体的な学び 

【対】対話的な学び 

【深】深い学び 

教師の支援と活動の工夫 

 

 

 

備考・留意点 

 

 

 

導

導 

入  

１

０ 

１．問題に取り組む 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．疑問について考える 

・七角形や八角形はどうなる？ 

・角が増えれば対角線も増えるは

ずだ。 

【主：自分の考えを持ち、進んで

学習に取り組む】 

３．角の数と対角線の本数につい

て考える。 

・調べてみないとわからない。 

・図をかいてみよう 

・きっと変わらないはずだ 

・関数になっている？ 

４．予想したことを交流する。 

 

 

１．問題の提示 

 

 

 

  

 

 

 

 

２．何か疑問に思うことはありますか？ 

 

  

 

 

 

３．角の数と対角線の本数には何か関係がある

でしょうか？ 

 

 

 

 

４．予想したことを交流し、課題を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○発言が出ない場合は、七角形や八角形

ではどうなるかを問いかける。 

 

 

 

 

○「関数」というキーワードが生徒から

出た場合は取り上げる。 

 

 

 

 

※生徒の言葉から課題を引き出したい 

展     

開  

３ 

５．課題解決の見通しを持つ 

【主：思考の整理・見通しを持つ】 

・図をかいて考えよう 

５．解決するための見通しを持たせる。 

・必要に応じて、これまで学習した方法を 

 確認するよう促す。 

T2 支援を必要とする生徒には、図や表

を提示するなど、必要に応じた支援を行

う。 

・変化や対応の仕方に着目し、関数の特徴を具体的にとらえて説明することができる。 

【数学的な見方・考え方】 

【課題】対角線の本数と角の数の関係を調べ、説明しよう。 

【問題】対角線は何本ですか？ 

    四角形        五角形       六角形 
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０ ・表に整理してみよう 

・言葉や文字を使った式で表して 

 みよう。 

 

６．課題解決のための見通しを交

流する 

【対：互いの考えの比較】 

 

７．自力解決 

【深：知識・技能の活用】 

・表を横に見ると、２，３，４と

増えている 

・対角線は隣の点にはひくことが

できない。 

８．説明を発表する。 

【深：多様な考え方の交流】 

○他の人の発表で気がついたこと

などをまとめる。 

 

 

 

 

６．課題解決のための見通しを交流させること

で、思考の助けとする。 

 【対：情報の可視化】 

 

７．ワークシートに記入させることで、根拠を

明らかにできるようにする。 

 

 

 

 

８．全員に発表させ、共通点や違いを比較する

ことで、理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

○『図をかく』、『表』、『式』などのキー

ワードを、生徒の発言から引き出し、板

書する。 

 

☆評価規準【見方・考え方】 

・根拠を明らかにしながら、説明を書く

ことができる。 

☆評価規準【見方・考え方】 

・ワークシートにまとめたことを用いて、

自分なりに説明することができる。 

T2 支援が必要な生徒には、対角線のひ

き忘れを教えてあげるなど、必要に応じ

て支援を行う。 

 

ま  

と  

め  

１ 

０ 

９．わかったことをまとめる。 

 

 

10．振り返り問題に取り組む 

                                                                   

 ９．本時のまとめをする 

 

 

10．振り返り問題に取り組むことで、本時の学

習が身に付いているかを確認する。 

教科書 P109 問７改 

・根拠を表や式で表す。 

11．次時の予告 

※まとめは生徒の言葉から引き出したい。 

 

 

 

 

 

 

 

  

７．板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

関数になっている？ 

 

模造紙を貼る 

【まとめ】 

 ・表や式に表すことで、その関数の特徴をつかむことができる。 

 

 

【まとめ】 ・表や式に表すことで、その関数の特徴をつかむことができる。 

１０／２(金) 

課題 対角線の本数と角の数の関係を                                 

      調べ、説明しよう。 

＜見通し＞ 

  図をかく 表 式 

【問題】対角線は何本ですか？ 

 ここに図をうつす 

【まとめ】 ・表や式に表すことで、そ

の関数の特徴をつかむことができる。 

☆疑問に思うこと 

 七角形や八角形は？ 

 関数になっている？ 

 


